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平
成
29
年
度
の
町
政
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
議
会

を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

各
種
事
業
が
、
お
お
む
ね
順

調
に
執
行
で
き
ま
し
た
こ
と

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
正
確
で

迅
速
な
収
納
管
理
に
よ
り
、

自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
、

国
と
県
の
予
算
編
成
に
留
意

し
な
が
ら
財
源
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
町
民
の
健
康

で
豊
か
な
生
活
と
所
得
の
向

上
を
目
指
し
た
施
策
の
実
行

や
、
安
全
安
心
な
環
境
づ
く

り
を
目
標
に
、
次
の
事
項
を

重
点
に
執
行
し
ま
す
。

農
林
水
産
業

　

さ
と
う
き
び
に
つ
い
て

は
、
さ
と
う
き
び
増
産
基
金

事
業
を
有
効
に
活
用
し
、
増

反
増
収
に
結
び
つ
く
よ
う

に
、
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

澱
粉
原
料
用
甘
藷
は
、
さ

と
う
き
び
と
の
輪
作
体
系
の

推
進
と
、
優
良
種
芋
の
確
保
、

育
苗
段
階
で
の
施
設
整
備
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

ニ
ガ
ダ
ケ
に
つ
い
て
は
、

加
工
技
術
の
開
発
、
販
売
促

進
を
進
め
、
有
効
活
用
を
図

り
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
家
畜

導
入
貸
付
事
業
と
、
担
い
手

育
成
総
合
整
備
事
業
の
推

進
、
地
域
自
衛
防
疫
体
制
の

連
携
強
化
と
、
子
牛
の
損
耗

防
止
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
確
保
の
た

め
、
次
世
代
人
材
投
資
事
業

や
研
修
事
業
な
ど
を
通
じ

て
、
新
規
就
農
者
や
移
住
希

望
者
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

農
家
の
経
営
安
定
や
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
な
ど
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
生
産
性
の
向

上
を
見
据
え
、
基
盤
整
備
事

業
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
地
の
遊
休
化
防
止
、
生

産
効
率
の
向
上
に
向
け
た
支

援
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し
、
農
業
振
興
に
努
め

ま
す
。

　

農
家
の
コ
ス
ト
削
減
を
目

的
に
、
有
人
国
境
離
島
交
付

金
を
活
用
し
、
輸
送
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
民
間

や
公
共
工
事
で
の
地
元
材
使

用
に
よ
り
木
材
利
用
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
畜
舎
敷
料

と
し
て
お
が
粉
の
搬
入
を
行

い
、
種
子
屋
久
連
携
に
よ
る

利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
猟
友
会
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
電
気
柵
の
設
置
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
沿

岸
漁
業
の
振
興
を
図
り
、
魚

の
生
育
環
境
作
り
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
有
人
国
境
離
島

交
付
金
を
活
用
し
、
海
上
輸

送
支
援
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
養
殖
な
ど
の
産
業
化
を

進
め
る
た
め
の
技
術
確
立
を

支
援
し
ま
す
。

商
工
観
光
関
係

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
町

商
工
会
な
ど
の
組
織
体
制
維

持
を
支
援
し
、
商
工
業
者
へ

の
金
融
支
援
に
よ
る
振
興
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
特
産
品
の
販

路
拡
大
の
た
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
へ
の
活
用
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

観
光
交
流
に
つ
い
て
は
、

自
然
や
文
化
に
触
れ
る
観
光

を
推
進
し
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
よ
る
情
報
発
信
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
フ
ア

イ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
情
報
発

信
を
行
い
、
サ
ー
フ
ィ
ン
愛

好
家
や
観
光
客
の
増
加
、
移

住
定
住
の
増
加
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

福
祉
関
係

　

町
民
の
約
37
％
が
65
歳
以

上
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
に

あ
っ
て
、
健
全
な
介
護
保
険

事
業
運
営
を
維
持
し
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
適
切

な
給
付
を
保
持
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
健
康
意
識
の
向

上
と
、
地
域
に
お
け
る
自
発

的
な
取
り
組
み
へ
の
支
援
を

行
い
、
元
気
な
高
齢
者
社
会

を
目
指
し
ま
す
。

　

次
世
代
育
成
社
会
の
実
現

の
た
め
「
共
に
つ
く
る
生
き

が
い
に
満
ち
た
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
太
陽
熱
利
用
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

経
費
節
減
に
努
め
ま
す
。

新たな希望が持てるまち なかたね

町長　田渕川　寿広
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町長のまちづくり『施政方針』
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人の和と豊かな実りに

医
療
・
保
健
関
係

　

本
年
度
か
ら
の
新
た
な
国

保
制
度
に
伴
い
、
医
療
介
護

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
身
近
な

地
域
で
包
括
的
に
確
保
で
き

る
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
各
種
健
診
事
業
に
取
り

組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と

向
上
、
社
会
保
障
負
担
の
軽

減
を
促
進
し
ま
す
。

暮
ら
し

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
要
望
等
を
ふ
ま
え
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

　

河
川
な
ど
に
つ
い
て
は
、

阿
高
磯
川
河
川
改
修
工
事
お

よ
び
畠
田
集
落
内
の
排
水
路

を
継
続
し
て
整
備
し
、
農
地

な
ど
へ
の
被
害
防
止
と
生
活

環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

中
央
運
動
公
園
に
つ
い
て

は
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
な

ど
の
長
寿
命
化
対
策
や
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
芝
張
り
替

え
な
ど
の
改
修
を
実
施
し
ま

す
。

　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

住
環
境
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
町
営
住
宅
の
改
修
工

事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
な
ど
へ
の

対
策
と
し
て
は
、
有
人
国
境

離
島
交
付
金
を
活
用
し
た
、

航
路
航
空
路
の
運
賃
の
低
廉

化
や
、
交
通
弱
者
や
観
光
客

な
ど
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
や
路
線
バ
ス
の
整
備
な

ど
、
地
域
公
共
交
通
網
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

情
報
通
信
環
境
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
内
に
町
内
全
域

に
超
高
速
通
信
回
線
網
が
整

備
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
官
民

で
の
活
用
の
ほ
か
、
企
業
誘

致
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

集
落
活
動
の
育
成
・
支
援

と
し
て
は
、
活
動
事
業
に
対

す
る
補
助
金
な
ど
の
交
付
お

よ
び
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
と
と
も
に
、
移
住
者
・
地

域
後
継
者
の
定
住
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
た

め
、
住
宅
の
確
保
や
情
報
提

供
の
推
進
、
結
婚
対
策
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
や
産
業

振
興
の
担
い
手
、
後
継
者
の

確
保
の
た
め
、
移
住
者
に
よ

る
人
口
減
少
の
緩
和
や
、
小

学
校
の
小
規
模
化
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
住
宅
を
取
得

し
定
住
す
る
方
へ
の
補
助
や

義
務
教
育
就
学
児
以
下
の
子

ど
も
を
有
す
る
世
帯
へ
の
加

算
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
主
体
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
う
た

め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

募
集
・
配
置
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
適
切
な
施

設
管
理
を
行
い
、
質
の
高
い

供
給
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

簡
易
水
道
の
上
水
道
事
業
へ

の
経
営
統
合
や
、
浄
水
場
改

良
、
加
圧
施
設
設
置
、
老
朽

管
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
の
施
設
の
整
備
を
図
り
、

事
故
防
止
と
マ
ナ
ー
・
安
全

意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
情
報
連

絡
体
制
充
実
強
化
の
た
め
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
機
器
の
更

新
を
行
い
ま
す
。

教
育

　

学
校
教
育
で
は
、「
生
き

る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
の

学
力
向
上
対
策
や
、
い
じ
め

の
早
期
発
見
お
よ
び
未
然
防

止
対
策
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
施
設
・

設
備
の
改
修
や
更
新
、
保
全

管
理
に
努
め
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
配
置
や
種
子
島
留

学
推
進
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、「
生
涯

学
習
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

学
習
機
会
の
拡
充
や
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
文
化
活
動

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

コ
ン
サ
ー
ト
事
業
な
ど
の
開

催
や
、
文
化
財
の
保
護
活
用
、

郷
土
芸
能
の
保
存
伝
承
を
推

進
し
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス　

　

行
財
政
の
健
全
化
を
図

り
、
職
員
の
資
質
の
向
上
と

時
代
に
即
し
た
人
材
の
育
成

に
努
め
、
町
民
の
皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
役
場
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

　　

以
上
、
平
成
30
年
度
施
政

方
針
（
概
要
）
で
あ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
国
・
県
の

事
業
や
補
助
金
を
有
効
に
活

用
し
、
効
果
的
な
施
策
の
遂

行
に
努
め
ま
す
。

　

町
議
会
を
は
じ
め
、
町
民

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

平成 30年度
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自主財源 金額 伸び率
町税 73,095 △ 0.8

分担金および負担金 4,026 △ 0.2

使用料および手数料 8,473 △ 4.4

繰入金 73,535 △ 12.7

その他の収入 22,196 21.6

※単位は、金額＝万円、伸び率＝％

歳入予算の状況
【単位 = 万円、( ) は構成比％を表す】

依存財源 金額 伸び率
地方譲与税 8,095 3.3

地方交付税 261,000 △ 0.3

国庫支出金 44,159 △ 10.7

県支出金 61,678 18.3

その他交付金 14,943 △ 13.7

町債 81,800 △ 1.3

　

地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、
全

体
の
約
40
％
を
占
め
、
町
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
く
町
税
に
つ
い
て

は
、
7
億
3
千
1
百
万
円
程
を
見

込
ん
で
お
り
、
全
体
の
約
11
％
に

な
り
ま
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
、
道
路
建

設
な
ど
の
財
源
に
充
て
る
ほ
か
、

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
導
入
事
業
や

公
営
住
宅
・
運
動
公
園
テ
ニ
ス
場

の
改
修
お
よ
び
地
方
交
付
税
の
振

替
と
な
る
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど

8
億
1
千
8
百
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
財
源
不
足
を
調
整
す
る

た
め
に
基
金
（
預
金
）
か
ら
繰
り

入
れ
る
額
は
、
7
億
3
千
5
百
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

歳

入

町民１人当たりの歳出予算額

816,224円
民生費 179,965 円

公債費 104,639 円

総務費　 117,721 円

衛生費 92,754 円

農林水産業費 102,768 円

教育費 85,128 円

土木費 75,081 円

消防費 28,302 円

議会費 11,051 円

商工費　 18,815 円

町民１人当たりの町税負担額

89,829円
町民税 32,108 円

固定資産税 44,295 円

軽自動車税 5,031 円

町たばこ税 8,395 円

※平成 30 年 3 月末
　現在の人口は 7,991 人

平成 29年度　　平成 30年度

歳入

平成 30年度
一般会計予算 65億 3000 万円

平成 30 年度
当初予算

653,000

依存財源
471,675

(72.2)

自主財源
181,325

(27.8)

平成 29 年度
当初予算

660,400

依存財源
471,391

(71.4)

自主財源
189,009

(28.6)

平成 30 年度の当初予算が 3 月議会で可決
　
本
年
度
の
予
算
は
、
税
収
な

ど
の
自
主
財
源
の
伸
び
が
見
込

ま
れ
ず
、
依
然
と
し
て
地
方
交

付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼
る

状
況
と
な
っ
て
お
り
、
国
の
動

向
次
第
で
は
財
源
不
足
も
発
生

す
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
に

編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
事
業
の
選
別
に

あ
た
っ
て
は
必
要
性
、
効
果
な

ど
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
を
行

い
、
ま
た
、
行
政
改
革
に
よ
る

義
務
的
経
費
の
抑
制
を
進
め
る

中
で
、
地
域
経
済
の
振
興
や
福

祉
・
教
育
・
環
境
関
係
な
ど
の

生
活
基
盤
に
必
要
な
経
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
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会計名 予算額 前年増減額
国民健康保険 120,455 △ 33,937
介護保険 111,212 3,390
簡易水道（廃止） 0 △ 20,914
と畜場 325 △ 24
後期高齢者医療 14,594 560

水道事業会計
歳入 26,321 9,026
歳出 31,735 14,440

特別会計等当初予算（単位：万円）

歳出予算の性質別内訳【単位 = 万円、( ) は伸び率％を表す】

　

性
質
別
経
費
で
分
類
す
る
と
、

人
件
費
・
公
債
費
・
扶
助
費
の
義

務
的
経
費
が
27
億
９
千
万
円
で
、

全
体
の
約
43
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
町
道
の
改

修
、
農
業
基
盤
の
整
備
、
公
営
住

宅
と
運
動
公
園
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー

ル
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
、
小

学
校
屋
内
運
動
場
改
修
等
新
規
お

よ
び
継
続
事
業
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
し
尿
・

ご
み
処
理
、
消
防
業
務
を
行
う
一

部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
や
、
国

民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
各
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

歳

出

議会費　8,831(0.0)　議会費　8,824

歳出予算の目的別内訳【単位 = 万円、( ) は伸び率％を表す】

今年の予算の主な内訳

歳出

商工費
10,017

土木費
60,225

予備費
600

予備費
755(25.8)

平成 30 年度
当初予算
653,000

           衛生費
74,120( △ 4.0)

公債費
83,617
(2.2)

消防費
26,707

総務費
94,071
( △ 10.4)

民生費
143,810
( △ 12.6)

商工費
15,035(50.0)

土木費
59,997( △ 0.4)

消防費
22,616( △ 15.3)

教育費
68,026(18.9)

総務費
104,986

民生費
164,561

衛生費
77,212

公債費
78,235

平成 29 年度
当初予算
660,400

農林水産業費
82,122(14.3)

農林水産業費
71,840

175,671( △ 13.0)201,954

人件費
　　116,382
　　  ( △ 2.8)

扶助費
79,685(3.3)

公債費
83,617(6.9)

普通建設
事業費
118,999
 (8.7)

投資的
　経費

279,684
義務的経費

(1.7)

　その他
の経費

254,317
( △ 7.8)

その他

物件費　　
78,646(6.5)

平成 30 年度
当初予算
653,000

平成 29 年度
当初予算
660,400

119,733
人件費

義務的経費
275,090

扶助費
77,122

公債費
78,235

投資的
　経費

普通建設
事業費
109,511

その他
　の経費

275,799
物件費　　
73,845

　その他

一般会計
◆総務費
公共施設管理経費 8,640 万円
電算機器等整備費  4,980 万円
地域定住支援経費  1,450 万円
◆民生費
社会福祉対策 4 億 7,275 万円
老人福祉対策 1 億 3,337 万円
児童福祉対策 5 億 257 万円
国保特会繰出金 1 億 401 万円
介護特会繰出金 1 億 8,605 万円
◆衛生費
中南衛生管理組合へ 5,531 万円
予防・健康増進経費 5,897 万円
合併処理浄化槽設置補助 1,201 万円
後期高齢者医療特会繰出金 7,277 万円
後期高齢者広域連合へ 1 億 2,983 万円
ごみ収集経費 3,537 万円
種子島広域事務組合へ 1 億 8,328 万円
種子島産婦人科医院へ 1,333 万円
公立種子島病院組合へ 4,281 万円
◆農林水産業費
農業公社等貸付金　 7,030 万円
園芸振興費  4,799 万円
さとうきび振興経費 1 億 240 万円
林業振興経費 2,346 万円
水産業振興経費 3,162 万円
農業基盤整備事業など 1 億 1,738 万円
地籍調査費 5,715 万円
◆商工費
よいらーいき祭り負担金 391 万円
ALOHA フェスティバル負担金 140 万円
種子島観光協会負担金 406 万円
サーフアイランド種子島負担金 300 万円
◆土木費
町道の維持整備 2 億 8,523 万円
河川整備 4,048 万円
運動公園スライダープール改修 3,854 万円
テニスコート観客席改修 1,803 万円
野球メインスタンド改修 2,908 万円
公営住宅大規模改修 6,240 万円
◆消防費
熊毛地区消防組合へ 1 億 6,408 万円
◆教育費
学校備品購入費 857 万円
スクールバス運行委託 3,581 万円
小学校屋内運動場改修 3,263 万円
こりーな修繕工事 1,537 万円
文化財経費 973 万円
こりーな管理経費 1,353 万円
体育施設管理経費 3,469 万円
運動公園テニスコート改修 9,864 万円

教育費
57,193
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ピ カ ピカの新１年生 79 人 が 入学 !!　

中種子中学校・種子島中央高等学校・中種子養護学校入学式
中学校 １年 ２年 ３年 合計

中種子中学校 78 63 66 207

　

緊
張
し
た
面
持
ち
で
78
人
の

新
入
生
が
、
4
月
6
日
に
中
種

子
中
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
山
元
羽
夏

さ
ん
が
「
勉
強
を
頑
張
り
、
学

校
生
活
の
中
で
楽
し
い
事
を
見

つ
け
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を

送
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

  新入生代表
  山元羽夏さん

　中種子中学校 78 人

　中種子養護学校 15 人　種子島中央高等学校 101 人

　増田小学校

　野間小学校（1 年 1 組）

　野間小学校（1 年 2 組）

　南界小学校
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新 しい生活への期待に心弾ませて　

中央保育所・野間幼稚園

小学校 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
星原小学校 4 5 2 1 2 2 16
納官小学校 3 3 1 3 0 1 11
増田小学校 8 7 12 5 11 3 46
野間小学校 56 36 50 44 44 35 265
油久小学校 5 2 5 4 3 5 24
南界小学校 3 5 6 2 6 4 26
岩岡小学校 0 1 5 5 5 3 19

計 79 59 81 64 71 53 407

　中央保育所

　星原小学校

　納官小学校

　油久小学校

　中央保育所

　野間幼稚園

　野間幼稚園
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昨
年
の
5
月
に
町
長
か
ら
地
域

お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
の
辞
令
交
付

を
受
け
、
映
像
で
の
情
報
発
信
に

従
事
し
て
以
来
、
お
よ
そ
1
年
が

経
ち
ま
し
た
。さ
て
、こ
の
一
年
間
、

中
種
子
町
で
の
仕
事
や
生
活
を
通

し
て
、
あ
る
妄
想
が
ふ
つ
ふ
つ
と

沸
い
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
紙

面
を
お
借
り
し
て
、
暴
露
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
妄

想
で
す
の
で
ナ
ナ
メ
読
み
し
て
く

だ
さ
い
。

【
特
化
】
サ
ー
フ
＆
フ
ァ
ー
ム
ア

イ
ラ
ン
ド
種
子
島
の
拠
点
に
中
種

子
町
。

【
目
標
】
頻
繁
に
訪
れ
た
い
人
気

の
街
に
私
た
ち
は
住
ん
で
い
る
、

と
思
え
る
こ
と
。

【
理
念
】
環
境
破
壊
し
な
い
で
維

持
と
継
続
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
。

【
サ
ー
フ
妄
想
】
①
サ
ー
フ
ア
イ

ラ
ン
ド
種
子
島
の
法
人
化
②
サ
ー

フ
ポ
イ
ン
ト
の
維
持
と
し
て
人
工

リ
ー
フ
╲
公
園
╲
駐
車
場
╲
コ

テ
ー
ジ
╲
カ
フ
ェ
╲
サ
ー
フ
総
合

案
内
所
な
ど
の
設
置
③
サ
ー
フ
ィ

ン
専
門
学
校
の
開
設
④
サ
ー
フ
ィ

ン
留
学
制
度
化

【
フ
ァ
ー
ム
妄
想
】
①
滞
在
施
設

付
き
貸
し
農
園
、
農
家
体
験
型
修

学
旅
行
の
誘
致
と
整
備
（
特
産
品

の
加
工
販
売
、
調
理
の
体
験
含
む
）

②
休
日
利
用
の
収
穫
支
援
⑤
６
次

産
業
事
業
化
（
廃
棄
安
納
芋
で

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

か
ら
ラ
ム
酒
、
廃
棄
唐
芋
か
ら
難

消
化
性
デ
キ
ス
ト
リ
ン
の
生
成
な

ど
）
⑥
地
産
地
消
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
（
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
ラ
ン
チ
）

【
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
】
①
サ
ー
フ
ィ

ン
、
農
業
、
気
象
情
報
番
組
な

ど
を
制
作
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

（
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
）
局
開
設
②
世

界
最
古
の
落
と
し
穴
の
あ
る
立
切

遺
跡
の
国
の
重
要
文
化
財
指
定
獲

得
と
立
切
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
建

設
。
世
界
最
古
の
町
「
な
か
た
ね
」

を
世
界
発
信
③
約
7
３
０
０
年
前

の
噴
火
で
九
州
南
部
の
縄
文
文
化

を
滅
ぼ
し
た
喜
界
カ
ル
デ
ラ
を
監

視
で
き
る
観
察
公
園
を
坂
井
の
山

頂
に
設
置
④
地
産
廃
棄
物
の
新
リ

サ
イ
ク
ル
で
資
源
を
生
産
。
動
物

の
糞
尿
を
わ
ず
か
4
日
で
堆
肥
に

変
え
る
高
速
原
生
微
生
物
発
酵
Ｅ

Ｒ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。

　

以
上
、
妄
想
に
は
お
金
が
か
か

ら
な
い
の
で
楽
し
い
で
す
ね
。
今

年
度
は
定
住
の
た
め
の
手
段
を
妄

想
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
村
）

地域おこし協力隊通信（№ 19）　種子島、中種子町で妄想してみた

　

家
族
で
営
む
農
業
に
つ
い
て
、

経
営
の
方
針
な
ど
を
取
り
決
め
、

魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す

た
め
の
家
族
経
営
協
定
調
印
式

が
、
３
月
14
日
に
中
央
公
民
館
で

あ
り
、
町
や
県
の
関
係
者
が
見

守
る
中
、
長
谷
集
落
の
葉
棚
さ

ゆ
り
さ
ん
、
将
崇
さ
ん
親
子
が
、

協
定
書
に
調
印
を
し
ま
し
た
。

　

将
崇
さ
ん
は
、「
家
族
で
こ
れ

ま
で
以
上
に
協
力
し
、
農
業
を

頑
張
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
協
定
に
よ
り
、
農

業
の
各
種
制
度
で
、
様
々
な
便

宜
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

魅力的な農業経営を目指して
家族経営協定調印式

　前列左から葉棚将崇さん、葉棚さゆりさん

　

日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
（
Ｊ

Ａ
Ｃ
）
の
種
子
島
・
鹿
児
島
線

就
航
60
周
年
を
記
念
し
て
、
３

月
９
日
に
種
子
島
空
港
で
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
同
社
や
空

港
、
観
光
協
会
、
町
の
関
係
者

ら
が
、
乗
客
へ
の
地
元
特
産
の

お
菓
子
の
配
布
や
、
記
念
の
横

断
幕
を
掲
げ
て
、
60
年
の
節
目

を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
路
線
に
は
、
１
９
５
８
年

に
東
亜
航
空
が
就
航
。
以
降
、

東
亜
国
内
航
空
、
日
本
エ
ア
シ

ス
テ
ム
を
経
て
、
現
在
に
至
り

ま
す
。　

種子島空港で記念イベント
ＪＡＣ種子島・鹿児島線就航 60 周年

　乗客をエプロンで出迎え
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高
齢
化
が
進
む
中
、
集
落
を

少
し
で
も
活
性
化
し
た
い
と
の

願
い
か
ら
、
牧
川
集
落
で
、
自

主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
集
い
の
場

所
作
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

拠
点
と
な
る
小
屋
に
は
、
メ

ン
バ
ー
に
限
ら
ず
誰
で
も
来
る

こ
と
が
で
き
、
茶
話
会
な
ど
で

幅
広
い
世
代
間
の
交
流
が
深
ま

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
德
永
栄
人
さ
ん
は
、

「
若
者
と
高
齢
者
の
交
流
が
減
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
場
所
が
少

し
で
も
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
」

と
、
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

世代間の交流を図る
牧川・自主グループの取り組み

　紙芝居「種子島の民話」

　

星
原
小
学
校
が
、
県
内
の
10

校
に
贈
ら
れ
る
「
平
成
29
年
度

体
力
ア
ッ
プ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
か

ご
し
ま
」
の
学
校
賞
を
受
賞
し
、

３
月
15
日
に
同
校
の
体
育
館
で

表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
教
育
委
員
会
が

体
力
向
上
な
ど
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
で
、
昨
年
に
続
き
２

年
連
続
の
快
挙
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
体
育
の
時

間
な
ど
を
利
用
し
て
縄
跳
び
な

ど
の
規
定
種
目
に
挑
戦
。
各
種

目
で
ト
ッ
プ
10
に
ラ
ン
ク
イ
ン

し
ま
し
た
。

２年連続の学校賞
体力アップ！チャレンジかごしま

　自主グループ「はまぼう」のメンバー

51 年の歴史に幕　中央幼児園
　

３
月
17
日
、
中
央
幼
児
園
の

卒
園
式
お
よ
び
閉
園
式
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
約
千
人
の
子
ど

も
た
ち
が
通
い
、
長
年
、
中
種

子
町
の
幼
児
教
育
の
一
翼
を

担
っ
て
き
ま
し
た
が
、
園
児
数

減
少
の
た
め
、
や
む
な
く
閉
園

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
園
は
、
横
町
公
民
館
を
利

用
し
、
通
園
す
る
幼
児
の
保
護

者
会
が
運
営
。
昭
和
42
年
に
横

町
集
落
の
幼
児
を
預
か
る
施
設

と
し
て
始
ま
り
、
途
中
か
ら
集

落
外
の
幼
児
も
受
け
入
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

閉
園
式
辞
の
中
で
下
田
敬
三

園
長
は
、「
園
は
終
わ
り
ま
す
が
、

横
町
公
民
館
は
思
い
出
の
場
所

と
し
て
残
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

携
わ
っ
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
会
会
長
謝
辞

の
中
で
古
市
清
孝
会
長
は
、「
成

長
の
過
程
に
中
央
幼
児
園
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
大
き
な
支
え
と
誇
り

に
な
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
に
は
歴
代
の
園
長
や
保
育

士
も
出
席
。
最
後
に
日
髙
哲
代

保
育
士
が
閉
園
宣
言
を
し
、
51

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　園児たちによる「わかれのことば」 　園の上空から　閉園宣言
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まちの話題　　まちの話題　

　

中
学
校
の
授
業
を
体
験
す
る

中
１
ミ
ニ
体
験
教
室
が
、
３
月

16
日
に
中
種
子
中
学
校
で
あ
り
、

町
内
の
小
学
６
年
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
共
に
学
ぶ
意
識
と
、

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
を
低
減
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

星
原
・
増
田
・
納
官
小
お
よ

び
野
間
小
１
組
は
技
術
、
油
久
・

南
界
・
岩
岡
小
お
よ
び
野
間
小

２
組
は
英
語
の
授
業
が
あ
り
、

初
め
て
の
中
学
校
の
授
業
に
、

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

中学校入学に向けて
中１ミニ体験授業

　

平
成
30
年
の
関
東
星
原
会
（
桑

原
三
男
会
長
）
が
３
月
10
日
に

東
京
・
新
宿
区
で
あ
り
ま
し
た
。

　

関
東
星
原
会
は
星
原
出
身
の

ふ
る
さ
と
会
で
、
会
員
数
は
１

１
４
人
。
会
は
毎
年
開
催
さ
れ

て
お
り
、
今
年
も
27
人
の
参
加

者
が
、
ふ
る
さ
と
の
話
題
や
昔

話
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
星
原
小
学
校
の
相
撲

場
の
屋
根
改
築
修
繕
に
か
か
る

費
用
に
対
し
、
参
加
者
の
厚
意

に
よ
り
、
10
万
円
を
星
原
小
学

校
に
寄
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ふるさとの話に花が咲く
関東星原会

ねじ技術の伝来を伝える
「ねじの伝来地」案内板設置

　

３
月
14
日
、
中
種
子
運
送
の

折
戸
三
幸
さ
ん
か
ら
、
北
之
園

教
育
長
へ
、
交
通
安
全
教
材
（
交

通
標
識
入
り
の
定
規
）
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
の
新
入
学
児

童
に
対
し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ

の
理
解
と
交
通
安
全
意
識
の
啓

発
を
目
的
に
、
鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
取

り
組
み
で
、
協
会
の
各
支
部
か

ら
、
県
お
よ
び
市
町
村
の
教
育

委
員
会
を
通
じ
て
、
各
小
学
校

の
新
入
学
児
童
へ
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。

交通安全教材を贈呈
鹿児島県トラック協会

　

熊
野
浦
に
日
本
で
初
め
て
ね

じ
の
技
術
が
伝
来
し
た
こ
と
を

伝
え
る
案
内
板
の
設
置
式
が
、

３
月
24
日
に
熊
野
海
水
浴
場
で

あ
り
、
中
種
子
火
縄
銃
保
存
会

な
ど
関
係
者
が
集
い
ま
し
た
。

　

１
５
４
３
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
か
ら
伝
え
ら
れ
た
鉄
砲
を
、

時
の
島
主
が
量
産
を
図
り
ま
し

た
が
、
銃
底
の
塞
ぎ
方
が
分
か

ら
ず
、
翌
年
、
熊
野
浦
に
来
航

し
た
同
国
の
鎧
匠
が
伝
え
た
ね

じ
の
技
術
に
よ
っ
て
、
初
め
て

成
功
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　英語の授業の様子
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　まちの話題　

　

平
成
30
年
度
第
20
期
う
み
が

め
留
学
生
の
歓
迎
式
が
4
月
５

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
人
の
子
ど
も
た
ち
が
岩
岡

校
区
の
受
け
入
れ
里
親
の
家
庭

で
一
年
間
（
継
続
可
）
岩
岡
小

学
校
に
通
い
ま
す
。

　

岩
岡
小
学
校
の
受
け
入
れ
は

16
年
目
と
な
り
、
本
年
度
で
延

べ
76
人
と
な
り
ま
す
。

※
う
み
が
め
留
学
と
は
、
都
会

の
子
ど
も
が
親
元
を
離
れ
、
自

然
体
験
や
地
元
住
民
と
の
活
動

を
通
じ
て
、
生
き
る
力
を
育
成

す
る
体
験
学
習
制
度
で
す
。

ようこそ種子島へ
第 20 期うみがめ留学生

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
体
験
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
出
前

授
業
が
、
３
月
13
日
に
増
田
小

学
校
の
５
年
生
と
６
年
生
を
対

象
に
あ
り
、
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト

を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

行
い
、
そ
の
仕
組
み
や
役
割
を

学
び
ま
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
表
示
さ
れ
て
い
る
ア
イ
コ
ン

を
組
み
合
わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

し
、
動
作
さ
せ
る
も
の
で
、
初

め
て
に
も
関
わ
ら
ず
、
皆
上
手

に
動
作
さ
せ
、
周
り
の
教
職
員

ら
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ロボットプログラミングを体験
増田小学校出前授業

設立 10周年を祝う
種子島観光協会設立 10 周年記念式典

44 人の先生が着任
転入教職員宣誓式

　

種
子
島
観
光
協
会
の
設
立
10

周
年
記
念
式
典
が
３
月
29
日
に

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
種
子
島
で
あ
り
、

島
内
の
各
市
町
の
首
長
な
ど
関

係
者
ら
が
祝
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム

88
選
認
定
プ
レ
ー
ト
の
贈
呈
式

や
、
記
念
講
演
会
、
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
も
あ
り
、
10
周

年
の
節
目
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
の
中
で
平
道
人
観

光
協
会
会
長
は
、
島
へ
の
観
光

誘
致
な
ど
に
つ
い
て
語
り
、
こ

れ
か
ら
の
協
会
の
活
動
に
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　左から　酒
さか

井
い

哲
ひろ

行
ゆき

、大
おお

西
にし

泰
たい

人
と

、髙
たか

岡
おか

奈
な

音
おと

、
　　　　　水

みず

野
の

倫
りん

太
た

朗
ろう

、公
く

文
もん

鉄
てっ

平
ぺい

　様々な動きをするロボット「ＮＡＯ（ナオ）」

　あいさつを述べる平会長

　

本
町
に
赴
任
さ
れ
た
転
入
教

職
員
の
宣
誓
式
と
歓
迎
式
が
、

４
月
13
日
に
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
小
・
中
・
高
校
と

養
護
学
校
に
計
44
人
が
着
任
。

納
官
小
学
校
の
野
添
浩
一
校
長

が
代
表
し
、
力
強
く
宣
誓
し
た

後
、
冷
水
教
育
長
職
務
代
理
者

が
、「
一
日
で
も
早
く
地
域
に
溶

け
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

お
い
て
、
今
ま
で
の
経
験
を
全

て
子
供
た
ち
に
注
い
で
く
だ
さ

い
」
と
激
励
の
こ
と
ば
を
送
り

ま
し
た
。

　力強く宣誓する野添浩一校長
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まちの話題　　各課からのお知らせ

「平成 30 年全国戦没者追悼式」参列遺族の募集
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 281
　　　　　　　　　県社会福祉課099(286)2830

　全国戦没者追悼式への参加を希望される遺族の
方を募集します。
■期日　平成 30 年８月 15 日（水）
　　　　※前日からの団体行動になります。
■場所　日本武道館（東京都千代田区）
■対象者
　戦没者の配偶者および三親等内の遺族
　一般戦災死没者の配偶者および三親等内の遺族
　※過去に参列したことがない方を優先します。

　※死没者１人につき複数の参列遺族を認めます。
　※「次世代への継承」という観点から「18 歳
　　未満の遺族」についても募集します。
■申込期間　
　平成 30 年５月１日（火）～５月 31 日（木）
■募集人数　65 人
　※申込多数の場合は選考となります。
■申込先　福祉環境課福祉係

地籍調査はあなたの財産を守ります
◎お問い合わせ先　役場農地整備課地籍調査係㉗ 1111 内線 265・290　　　　　　　　　

■地籍調査とは
　一筆ごとの土地の所有者、地番、地目、を調査
し、境界の位置と面積を測量する調査です。
■土地所有者へのお願い　
　①一筆調査には必ず立ち会ってください。日程
　などは事前に通知します。
　②土地の境界については、隣接者とよく相談し
　て伐採などを行ってください。
　③測量ができるように、隣接者と協力して境界
　を 1.5 ｍの幅で伐採してください。

　④売買などで登記の終わっていないものは、早
　めに済ませてください。
■平成 30 年度地籍調査実施地区
　大字納官および増田の２字を予定しています。

（国補助事業のため、事業費により変動がありま
す。）
　大字　納官　字　田之頭
　大字　増田　字　三角山

性別 頭数 販売額 今回平均 前年同期対比

中種子

めす牛 117 76,853,000 656,863 -57,813

去　勢 139 114,135,000 821,115 +9,631

計 256 190,988,000 746,047 -22,505

市場
全体

めす牛 284 191,552,000 674,479 -41,506

去　勢 390 315,553,000 809,110 -3,420

計 674 507,105,000 752,381 -17,617
※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
3

月
12
・
13
日
に
種
子
島
家
畜
市

場
で
あ
り
、
平
均
落
札
額
は
75

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
高
価
格
は
、
め
す
牛
が
１

０
８
万
円
、
去
勢
が
１
２
８
万

円
と
な
り
、
市
場
は
畜
産
関
係

者
の
熱
気
で
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

平均落札額 75万円　種子島子牛せり市

各課からのお知らせ　
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　各課からのお知らせ

　後期高齢者医療保険料率が変わります
◎お問い合わせ先　役場町民保健課高齢者医療係㉗ 1111 内線 289

被保険者の皆様が安心して医療を受けられるよう
に、平成 30・31 年度の保険料率を改定いたしま
す
　後期高齢者医療では、被保険者の皆様の医療費
の動向などを踏まえ、２年ごとに保険料率の見直
しをすることになっています。
　平成 30・31 年度の保険料率を、表のとおり改
定いたします。

後期高齢者医療保険料率の改定内容

内訳 変更前
（平成 28・29 年度）

変更後
（平成 30・31 年度）

均等割額 51,500 円 50,500 円

所得割額 9.97% 9.57%

年間負担
限 度 額 57 万円 62 万円

税の納期限について
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係㉗ 1111 内線 236

　５月の税の納期限は、下記のとおりとなってい
ます。
　納期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も

発生する場合がありますので、期限内の納入をお
願いします。すでに納期限を過ぎた分についても、
お早めの納付をお願いします。

各課からのお知らせ　

期別 納期限

国民健康保険税 1 期 5 月 31 日（木）

面積（ha） 10a 当たり
収量（kg） 生産量（ t ） 生産者価格（円） 生産農家戸数

西之表市 605 4,826 29,199 535,016,174 622

中種子町 1,215 5,406 65,677 1,222,155,798 874

南種子町 474 4,605 21,832 404,143,470 278

合計 2,294 5,088 116,708 2,161,315,442 1,774

製糖作業が終了
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農政係㉗ 1111 内線 252　　　　　　　　　

　平成 29 ／ 30 年産さとうきびの原料受入が、４
月７日に終了しました。今期のさとうきびは、８
月に襲来した台風５号などの影響で過去最低の収
量となり、さとうきび農家にとって大変厳しい年
となりました。
　その対策として、単収の回復を図るため、平成
30 年産さとうきびにおいては、国の助成事業が
実施されておりますが、引き続き、今期の夏・秋

植えへの補助事業や町単独による助成も実施しま
す。様々な事業を積極的に活用し、さとうきび栽
培の生産回復、単収の向上を目指しましょう。
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

発達障害について，一緒に学びませんか？
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 200
　　　　　　　　　種子島四葉の会講座（中種子養護学校）㉗ 2818

　発達障害や発達に偏りのある子どもが、種子島
でこれまで以上に生き生きと生活できるために
は、地域の方々の理解が大切です。そこで、発達
障害に関する基本的な内容を幅広く学習できる講
座を開設しました。
　関心のある方は誰でも参加できます！種子島在
住の医療・教育・福祉・保健などの専門家が分か
りやすくお伝えします！

■参加者
　発達障害に関心のある方は誰でも参加できま
す。（年間を通じて６回講座があります。４回以
上参加できる方が望ましいです。）
■時間
　午後２時～４時半（１講座約 60 分です。１回
に２講座行います。）
■参加費
　500 円（年間）
■場所
　種子島こりーな（中種子町野間 6410-1）

日にち 講座 講師

第１回  ６月 30 日
（土）

①発達障害の理解
②発達障害と医療

発達障害地域支援専門員
種子島医療センター小児科医

第２回  ８月 25 日
（土）

③発達障害と福祉
④発達障害と健診、療育

相談支援専門員
保健師、児童発達支援事業所支援員

第３回 11 月 17 日
（土）

⑤発達障害と就労
⑥行動面の支援

就労支援相談員
中種子養護学校教員

第４回 12 月 15 日
（土）

⑦コミュニケーション面の支援
⑧学習面の支援

種子島医療センター言語聴覚士
中種子養護学校教員

第５回  ２月 23 日
（土）

⑨感覚と運動面の支援
⑩アセスメントの実際

種子島医療センター作業療法士
久留米大学大学院心理学研究科客員教授

第６回  ３月  ９日
（土）

⑪保護者との連携
⑫個別の指導計画の活用

児童発達支援事業所支援員、保護者
中種子養護学校教員

平成 29 年度スポーツ合宿の実績
◎お問い合わせ先　社会教育課社会体育係㉔ 2226

サッカ
ー 陸上 硬式

野球
軟式
野球 テニス ソフト

ボール 柔道 駅伝 ソフト
テニス 剣道 バレー

ボール 計

団体数 10 7 2 2 1 2 14 1 1 2 3 45

延　べ
人　数 1,969 434 744 20 52 280 509 130 68 44 150 4,400

団　体
割　合 22.22% 15.56% 4.44% 4.44% 2.22% 4.44% 31.11% 2.22% 2.22% 4.44% 6.67% 100.0%

人　数
割　合 44.75% 9.86% 16.91% 0.45% 1.18% 6.36% 11.57% 2.95% 1.55% 1.00% 3.41% 100.0%

延べ 4,400 人のスポーツ合宿を受け入れ！
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　各課からのお知らせ

平成 30 年度集団健診（特定・長寿・若年・がん検診等）を受診しましょう
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 220・217/ 中種子町保健センター㉗ 1133

■日程　５月 30 日（水）～６月８日（金）
■場所　中種子町保健センター

健診・検診の種類と料金

検診名（がん検診等の種類） 対象者 基本
料金

40 ～ 74 歳
75 歳～ 生　活

保護者
20 ～
39 歳国保 社保

健
康
診
査

特定健診（国保加入者） 40 ～ 74 歳 6,094 無料
長寿健診（後期高齢者） 75 歳～ 6,094 無料
基本健診 生活保護者 6,094 無料
若年健診 20 ～ 39 歳 6,094 無料 500

が
ん
検
診
等

胃がん検診 40 歳～ 4,752 無料 1,200 無料 無料

肺がん検診
胸部Ｘ線撮影 40 歳～ 997 無料 400 無料 無料
胸部Ｘ線撮影
＋喀痰

40 歳～の
ハイリスク者 3,938 無料 1,100 無料 無料

大腸がん検診 40 歳～ 1,640 無料 800 無料 無料
前立腺がん検診（男性） 40 歳～ 1,850 1,000 1,500 1,500 1,500

肝炎ウイルス
検診

Ｂ型肝炎
細目（40 歳）

360
無料 無料 無料

細目外 360 360 360 無料

Ｃ型肝炎
節目（40 歳）

1,640
無料 無料 無料

節目外 1,640 1,640 1,640 無料
腹部超音波検診 40 歳～ 3,600 2,000 3,300 3,300 3,300 2,000

骨粗しょう症検診

男性 40 歳～

860

200 600 600 無料
女性節目

（40 ～ 70 歳迄
の５歳刻み）

無料 無料 無料

女性節目外 200 600 600 無料
歯周疾患検診 希望者 無料 無料 無料 無料 無料

日程表（指定された日に受診できない場合は、健診期間中の都合の良い日に受診してください。）
月　日 集　　　落　　　名

5 月 30 日（水） 牧川・浜津脇・上之城・坂元・竹之川・広野・砂中・深久保・宝来・春田
5 月 31 日（木） 平鍋・原之里・二十番・池之平・秋佐野・戸畑・向井町・中之町
6 月　1 日（金） 伏之前
6 月　2 日（土） 郡原・古房・中山・大平・池之向・松原・町山崎・阿曽
6 月　3 日（日） 上方・西之山・輪之尾
6 月 4 日（月） 横町・満足山・阿保・広ヶ野・東之町
6 月 5 日（火） 畠田・栄町・竹屋野・大久保・高峯・あかつき
6 月 6 日（水） 旭町・大牟礼・伊原・下田・向町
6 月 7 日（木） 西之町・女洲・美座・田島・東目・本村・中田
6 月 8 日（金） 長谷・原尾・今熊野・熊野・新町・塩屋・阿高磯・屋久津・梶潟・衣之平

オプション検査
ピロリ菌・胃がんリスク検査（検査料 3,240 円）
心不全リスク検査（検査料 2,570 円）
受診希望者は、検診当日にお申し込み下さい。

※健康診査・腹部超音波検診・胃がん検診を受診
　される方は、前日の午後 9 時以降は飲食しな
　いでください。
※ 6 月 2 日（土）～ 6 月 4 日（月）は、託児スペー
　スを設置しています。
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退職（3 月 31 日付）
原口喜一郎 定年退職（中央保育所長）

大町田　学 定年退職（給食センター所長）

日髙　次則 定年退職（税務課長）

川畑　博 定年退職（建設課長）

西田　光義 定年退職（企画課長）

濵脇　時則 定年退職（空港管理室長）

森山　昭市 定年退職（農林水産課長）

岩屋久美子 定年退職（中央保育所看護師）

大久保沙織 依願退職（中央保育所保育士）

堤　理恵 依願退職（町民保健課保健師）

異動（4 月 1 日付）

課長級

半渡　信夫 給食センター所長兼事務長（中南衛生管理
組合事務局長）出向

長田　認 建設課長（水道課長）

里　重浩 農林水産課長（教育総務課長）

山田　和春 中央保育所長兼事務長（社会教育課課長補
佐兼社会教育係長兼公民館係長）昇格

峯下　時男 空港管理室長兼管理係長（建設課課長補佐
兼土木港湾係長）昇格

下村　茂幸 企画課長（会計管理者兼会計課長）

池端みどり 会計管理者兼会計課長（福祉環境課課長補
佐兼介護保険係長）昇格

春田　功 税務課長（選挙管理委員会管理係長）昇格

池山　聖年 水道課長（総務課主幹兼消防交通係長）昇
格

黒木　聡 中南衛生管理組合事務局長（建設課主幹兼
建築係長）昇格　派遣

浦口　吉平 教育総務課長（教育総務課課長補佐兼管理
係長）昇格

課長補佐・係長級

寺内　和子 中央保育所主幹兼保育係長（中央保育所主
幹兼事務長）

牧瀬　善美 総務課主幹兼施設管理係長（農林水産課主
幹兼畜産係長）

岩本　郁美 教育総務課主幹兼管理係長（農地整備課主
幹兼管理係長）出向

柳田　勝志 社会教育課主幹兼社会教育係長兼公民館係
長（総務課主幹兼施設管理係長）出向

田平祐一郎 税務課主幹兼町民税係長（社会教育課主幹
兼文化係長）

高磯　勝俊 福祉環境課主幹兼福祉係長（農林水産課主
幹兼農政係長）

南　奈津紀 企画課主幹兼商工観光係長（税務課主幹兼
町民税係長）

熊野　剛志 農地整備課主幹兼管理係長（社会教育課主
幹兼社会体育係長）

野田　直志 建設課主幹兼建築係長（種子島産婦人科医
院組合管理係長）

浦邊　康尋 建設課技術主幹兼土木港湾係長（建設課技
術主幹）昇格

秋田　幸博 農林水産課主幹兼農政係長（企画課主幹兼
地域振興係長）

南　義雄 企画課主幹兼地域振興係長（福祉環境課主
幹兼福祉係長）

織部　智博 社会教育課主幹兼文化係長（農林水産課主
幹）昇格　出向

稲子　隆浩 福祉環境課主幹兼介護保険係長（福祉環境
課主幹）昇格

東郷　伸也 総務課主幹兼消防交通係長（企画課主幹）
昇格

柳田　英之 農林水産課主幹兼畜産係長（農林水産課主
幹）昇格

日髙　憲史 社会教育課主幹兼社会体育係長（農業委員
会主幹）昇格　出向

利川　英樹 選挙管理委員会管理係長（企画課主幹）昇
格　出向

永濵　優 企画課主幹兼電算係長（企画課主幹）昇格

新規採用

石堂　拳介 農地整備課主事補

松原　理子 町民保健課主事補

丸根　早稀 福祉環境課主事補

居川　守 教育総務課主事補

振木　賢也 町民保健課主事補

葛　康 町民保健課主事補

林　孝太郞 農林水産課主事補

四元　利紀 企画課主事補

熊野　洋介 農林水産課主事補

日髙　正輝 空港管理室技師補

野角　華伽 町民保健課保健師

石堂　方裕 中央保育所保育士

３月 31 日付退職者と４月１日付町職員の人事異動　※（　）は異動前

◎お問い合わせ先　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211

後列左から　振木、日髙、四元、石堂 ( 方 )、林、熊野
前列左から　石堂 ( 拳 )、丸根、松原、野角、葛、居川
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平成 30 年度職業訓練指導員（48 時間）講習
実施のご案内
　この講習は、職業訓練指導員（職業訓練に
おいて訓練を担当する者）として必要な能力
を付与するため、厚生労働大臣の指定する講
習実施要領により実施するものです。
　なお、講習終了後に鹿児島県知事に申請す
ることで職業訓練指導員免許を受けることが
できます。
■期日
　７月 24 日（火）から 26 日（木）
　７月 31 日（火）から８月２日（木）
　午前９時から午後５時
■場所
　ポリテクセンター鹿児島（予定）
　鹿児島市東郡元町 14 －３
■受講資格（主なもの）　
(1) 技能検定（国家検定）の１級・単一等級合
格者
(2) 職業能力開発校修了者で４年～ 10 年の実
務経験者
(3) 学校教育法による免許職種に関する学科を
修めた者で、大学卒者２年、短期大学・高等
専門学校卒者４年、高等学校卒者７年の実務
経験のある者
■受付期間　
　５月 21 日（月）～６月１日（金）必着
■定員　30 人（定員になり次第締切）
■受講料　15,600 円（テキスト代込）

南九州税理士会・もしもし税金相談室
　税理士が、電話で税金に関する相談に無料

（20 分以内）にて応じます。　
　受付担当者があなたのお住まいの地域およ
び電話番号をお尋ねし、お近くの税理士から
直接あなたへ折り返し電話いたします。
　詳しくは「南九州税理士会ホームページ」

（http://www.mkzei.or.jp/）をご覧ください。
■電話番号
　0120-373-678（フリーダイヤル）
■相談時間
　平日：午前 10 時から午後４時　
　※土日・祝祭日、夏期、年末年始等は休室

小学生～高校生のための夏休み海外研修交流
事業参加者募集
　公益財団法人・国際青少年研修協会では、
９コースの参加者を募集しています。体験を
通して、お互いの理解や交流を深め、国際性
を養うことを目的に実施します。
　おひとりでご参加になる方が７割以上、は
じめて海外へ行かれる方が多く、全国から参
加するお友達との出会いも楽しみのひとつで
す。
　仲間づくりの指導もございますので、安心
してご参加いただけます。
■内容　
　ホームステイ、ボランティア、文化交流、
学校体験、英語研修、地域見学、野外活動な
ど
■研修先
　米国、英国、豪州、カナダ、サイパン、シ
ンガポール、フィジー、フィリピン
■日程
　７月 26 日（木）～８月 16 日（木）
　※上記のうち８～ 18 日間（コースにより
　異なる）
■対象
　小学３年生～高校３年生の方まで
　※コースにより異なる
■説明会
　全国 11 都市５月　※入場無料・予約不要
■参加費
　24.8 万円～ 59 万円
■締切
　５月 22 日（火）および６月８日（金）
　※コースにより異なる
■お問い合わせ・資料請求先
　公益財団法人　国際青少年研修協会
　〒 141-0031 東京都品川区西五反田 7-15-4
　03(6417)9721　FAX03(6417)9724
　E-MAIL　info@kskk.or.jp
   URL　http://www.kskk.or.jp
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図書だより　
96 冊（一般書 43 冊、児童書 53 冊）の新刊が入りました !!

●怖い絵のひみつ。
　（著者：中野京子）
●形容詞を使わない大人の文章表現力
　（著者：石黒圭）
●おらおらでひとりいぐも
　（著者：若竹千佐子）
●いちばんわかりやすいこども囲碁教室　
　（著者：誠文堂新光社）
●ギルティゲーム stage2 無限駅からの脱出
　（著者：宮沢みゆき）
●５分後に恋の結末
　友情と恋愛を両立させる３つのルール
　（著者：桃戸ハル）
　　　　　　　　　　　　　　　など

新刊の検索は中種子町図書室のホームページで（http://www.nakatane-library.jp/）
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環
境
を

切
り
拓
い
た
赤
坂
仁
助
氏
の
気

概
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　　

高
速
船
の
待
合
室
は
ひ
し
め
き
て
入
学
準
備
か
母
子

連
れ
多
し　
　
　
　
　
　
　

女　

洲　

中
村　

寿
子

故
郷
の
育
成
会
で
の
「
ヤ
ー
ッ
ト
セ
ー
」
七
十
年
前

我
も
踊
り
し　
　
　
　
　
　

上　

方　

梶
原　

温
惠

春
霞
屋
久
の
山
な
み
迫
り
来
て
遊
覧
船
の
上
り
下
り

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

鮫
島
ヨ
シ
ヱ

読
め
そ
う
で
読
め
な
い
漢
字
多
く
あ
り
誤
読
の
吾
は

恥
じ
入
る
ば
か
り　
　
　
　

原
之
里　

野
田　

健

恐
る
恐
る
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
聞
き
再
検
査
と
あ
り

不
安
か
く
せ
ず　
　
　
　
　

旭　

町　

八
汐　

眞
弓

作
業
着
の
靑
は
色
あ
せ
擦
り
切
れ
て
主
と
共
に
現
場

引
退
す　
　
　
　
　
　
　
　

旭　

町　

白
木　

民
子

春
浅
き
山
は
若
葉
に
色
付
き
て
峰
の
桜
木
白
が
目
を

引
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

横　

町　

鈴　

不
器
良

春
の
嵐
に
地
に
散
り
敷
け
る
落
椿
黄
色
の
芯
は
な
べ

て
空
向
く　
　
　
　
　
　
　

原　

尾　

都　

樹
実
生

下
っ
端
は
悲
し
き
者
よ
森
友
の
マ
グ
マ
に
呑
ま
れ
死

を
選
び
し
か　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

德
永　

武
彦

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て
想
う
も
の
諾
い
な
が
ら

の
五
十
と
七
年　
　
　
　
　

函　

館　

山
田　

正
明

古
き
家
の
李
の
老
木
朽
枝
に
ひ
と
つ
ふ
た
つ
の
蕾
の

ふ
く
ら
み　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋
喜
代
子

沿
道
を
ピ
ン
ク
に
染
め
し
デ
ー
ジ
ー
が
穏
や
か
な
春

の
光
に
揺
る
る　
　
　
　
　

旭　

町　

村
尾　

祥
子

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
６
８
号
）

　中平地開拓紀念碑

　赤坂仁助翁頌徳碑

生涯学習だより　
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島の未来のために　　公立種子島病院副院長　德永　正朝　公立種子島病院㉖ 1230

　

４
月
か
ら
公
立
種
子
島
病

院
の
副
院
長
と
し
て
着
任
し

た
德
永
正
朝
で
す
。
35
年
前
、

南
種
子
高
校
を
卒
業
し
た
の

が
、
昨
日
の
こ
と
の
様
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
が
、
35
年
ぶ

り
の
わ
が
故
郷
種
子
島
は
、

あ
の
頃
と
は
違
い
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
が
疲
弊
し
て
い
ま
し

た
。
の
っ
け
か
ら
、
な
ん
て

挨
拶
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
種
子
島
の
１

市
２
町
は
、
い
ず
れ
も
消
滅

可
能
性
自
治
体
に
数
え
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

私
が
高
校
を
卒
業
す
る

頃
、「
一
極
集
中
で
は
ダ
メ

だ
、
こ
れ
か
ら
は
地
方
の
時

代
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
63
年
か
ら
国
は
「
ふ
る

さ
と
創
世
事
業
」
を
行
い
、

そ
の
後
、
平
成
の
大
合
併
を

行
い
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
我
が
故
郷
種
子
島
の

よ
う
な
田
舎
は
衰
退
の
一
途

を
た
ど
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

最
近
で
は
人
口
減
少
社
会
、

田
舎
の
文
化
は
消
滅
し
て
い

く
こ
と
が
、
暗
黙
の
了
解
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
決
し
て
口

に
は
出
さ
ぬ
が
、
お
上
の
政

策
は
明
ら
か
で
す
）。
冗
談
じ

ゃ
な
い
、
こ
の
ま
ま
消
滅
し

て
し
ま
っ
て
は
た
ま
り
ま
せ

ん
。

　

私
は
、
小
児
科
医
で
す
。

今
の
世
の
中
、
小
児
科
医
の

い
な
い
地
域
で
安
心
し
て
子

育
て
は
で
き
ま
せ
ん
。
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
な
け
れ

ば
、
そ
の
地
域
は
い
ず
れ
消

滅
し
ま
す
。
私
の
公
立
種
子

島
病
院
着
任
は
、
子
育
て
の

た
め
の
最
低
条
件
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
最
低

条
件
で
あ
り
、
す
べ
て
は
こ

れ
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
消
滅
可
能
性

自
治
体
と
さ
れ
る
市
町
村
の

た
め
に
、
様
々
な
政
策
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り

効
果
的
と
は
言
え
な
い
様
な

気
が
し
ま
す
。
何
を
し
た
ら

よ
い
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か

り
ま
せ
ん
。
私
が
出
し
た
結

論
は
、
ま
ず
は
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
行
動
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
わ
た
し
達

の
島
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来

の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
を

で
き
る
だ
け
（
お
金
が
か
か

ら
な
い
こ
と
が
条
件
で
す

が
）、
実
行
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

わ
た
し
達
の
島
の
、
わ
た

し
達
の
文
化
が
こ
れ
か
ら
も

持
続
し
て
い
け
る
た
め
に
。

　
　

　食生活改善推進員コーナー 　

　

新
じ
ゃ
が
い
も
が
旬
を
迎

え
る
時
期
で
す
。

　

じ
ゃ
が
い
も
に
は
で
ん
ぷ

ん
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
含

ま
れ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
り
ん

ご
の
約
９
倍
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

で
ん
ぷ
ん
に
保
護
さ
れ
て

い
る
た
め
流
出
し
に
く
く
、

加
熱
調
理
を
し
て
も
壊
れ
に

く
い
で
す
。
ま
た
、
糖
質
の

代
謝
を
促
す
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１

や
た
ん
ぱ
く
質
の
代
謝
を
促

す
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
じ
ゃ
が
い
も
を

使
用
し
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し

ま
す
。

料
理
方
法

①
じ
ゃ
が
い
も
は
一
口
大
に

切
り
水
に
さ
ら
す
。
玉
ね
ぎ

は
細
め
の
く
し
切
り
、
に
ら

は
１
・
５
㎝
長
さ
に
切
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を

熱
し
、
ひ
き
肉
を
炒
め
、
軽

く
色
が
変
わ
っ
た
ら
玉
ね
ぎ

を
加
え
炒
め
る
。
玉
ね
ぎ
に

油
が
回
っ
た
ら
、
Ａ
と
水
気

を
切
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
を
入

れ
、
材
料
の
頭
が
見
え
る
く

ら
い
ま
で
水
を
加
え
、
落
と

し
蓋
を
し
て
中
火
で
煮
る
。

③
煮
汁
が
半
分
程
に
な
っ
た

ら
②
に
に
ら
を
加
え
火
を
強

め
、
Ｂ
を
加
え
て
煮
る
。
ご

ま
油
を
回
し
か
け
、
器
に
盛

り
付
け
る
。

日
本
食
生
活
協
会
テ
キ
ス
ト　

参
照１人分（ｴﾈﾙｷﾞｰ 197kcal、たんぱく質 7.6g、脂質 7.4g、食物繊維 2.0g、食塩 2.0g）

じゃがいもとにらの煮もの (2 名分 )
牛ひき肉 40g 水 適量
ごま油 小さじ 1 削り節 ( 小袋 ) 1 袋
じゃがいも 180g 砂糖 大さじ 1/2
玉ねぎ 50g 醤油 小さじ 1/2
にら 30g みりん 大さじ 1/2

醤油 小さじ 1
ごま油 大さじ 1/2

｛
｛

Ａ

Ｂ
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地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
㉗ 1223

　『認知症サポーター養成講座』のご案内
～認知症について一緒に学び地域で支えよう～
　認知症を正しく理解し、地域での見守りやちょ
っとした手助けで、認知症になっても安心して暮
らし続ける町をめざし、認知症サポーターを養成
しています。
■認知症サポーターとは・・
　何か特別なことをする人ではありません。
　認知症について正しく理解し、認知症の人や家
族を温かく見守る応援者として自分のできる範囲
で活動します。
■認知症サポーターになるには・・
　「認知症サポーター養成講座」を受講した人が

「認知症サポーター」となり、「認知症の人を支援
します」という意志を示す目印の『オレンジリン
グ』が渡されます。
■養成講座の内容は・・
　出前講座で受講者に応じた内容で実施します。
　「認知症ってどんな病気？」「認知症の人に対し
てどう接すればいいの？」といった認知症に関す
る基礎知識が学べます。

　講座は 90 分程度で受講は無料です。
■講座を受けるには・・
　学校や職場、集落の集まりや仲間同士など、お
おむね５人以上のグループで開催希望日の２０日
前までに中種子町地域包括支援センターにお申し
込み下さい。

『認知症サポーターステップアップ講座』ご案内
　認知症の知識を深めたい、認知症の人とその家
族を支えるために何か活動してみたいという認知
症サポーターに対し、認知症サポーターステップ
アップ講座の開催を予定しています。詳細は後日
お知らせします。

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
歴
史

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
初
め

て
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
か
ら
今

年
で
50
年
を
迎
え
ま
す
。
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
打

ち
上
げ
る
発
射
場
が
３
か
所
あ
り
ま

す
。
最
初
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ

た
の
は
、
竹
崎
地
区
に
あ
る
小
型
ロ

ケ
ッ
ト
発
射
場
で
試
験
用
や
実
験
用

を
打
ち
上
げ
、
次
に
30
ｍ
か
ら
40
ｍ

程
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
大
崎
地
区
に
あ
る

中
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
打
ち
上

げ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
は

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
の
大
型
ロ
ケ
ッ

ト
を
、吉
信
地
区
に
あ
る
大
型
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
か
ら
打
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

に
は
３
か
所
の
発
射
場
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
発
射
場
を
作
る
に
あ
た
り
、

地
元
の
方
々
の
畑
や
山
林
の
移
譲
、

集
落
の
移
転
、
町
道
の
廃
線
な
ど
多

く
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
の
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

有
人
月
面
基
地
建
設
に
向
け
た

　
　
　
　

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

　

宇
宙
探
査
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ

に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
ミ
サ
ワ
ホ
ー

ム
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
宇
宙
探
査
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
」
は
、
国
の
研
究
機

関
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
大
学
、
研
究

所
、
民
間
企
業
な
ど
、
異
分
野
の
知

識
や
技
術
を
活
か
し
、
技
術
力
を
高

め
よ
う
と
す
る
新
た
な
試
み
で
す
。

　

南
極
昭
和
基
地
で
の
建
物
建
設
に

携
わ
る
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
が
月
面
基
地

建
設
に
向
け
た
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
つ
つ
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
新
た
な
技

術
開
発
に
挑
み
ま
す
。
月
面
や
火
星

で
の
建
設
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
、

地
上
で
の
未
来
の
住
宅
造
り
に
向
け

た
技
術
改
新
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館

　
　
　
　

Ｇ
Ｗ
中
開
館
に
つ
い
て

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
、
５

月
１
日
（
火
）
～ 

６
日
（
日
）
ま
で

休
ま
ず
開
館
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
後
の

　
　
　

白
色
粉
の
降
下
に
つ
い
て

　

打
ち
上
げ
後
に
白
色
粉
の
降
下

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
町
の
防
災

無
線
（
打
ち
上
げ
日
の
前
日
お
よ
び

当
日
）
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

白
色
粉
そ
の
も
の
は
無
害
で
す
。
で

き
る
限
り
、
車
は
車
庫
に
入
れ
、
洗

濯
物
は
屋
内
に
干
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
車

や
洗
濯
物
な
ど
に
付
着
し
て
も
水
で

洗
い
流
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
問
題
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
酒匂　勝広 （長　谷） 鮫島　実　　 （上　方）
沖　孝一　　  　　　　　 指宿　ハツエ（美　座）
島　さゆり　  （熊　野）　 上田　廣道 　 （中　山）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,991 人 (-130) 出生 4 人

男　性 3,785 人 (  -65) 死亡 8 人

女　性 4,206 人 (  -65) 転入 43 人

世帯数 4,261 戸 (  -54) 転出 170 人

※（　）は前月との比較（3 月末現在）

火事・救急
火事・救急 ( 町内）　3 月中

火　事 3 件 うち建物 0 件

救　急 50 件 うち急病 33 件

交通事故
交 通 事 故 町内 島内

発生件数 2 件 ( +1) 7 件 ( -4)

死 者 数 0 件 ( 0) 0 件  ( 0)

負傷者数 2 件 ( +1) 7 件 ( -4)

※平成 30 年 3 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 30 年 3 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

2/26 川脇　天晴 裕太・香織 伏之前

3/14 潮　星波 健太・あゆみ 塩　屋

女の子 名前 両親 集落

3/23 砂坂　芽依 浩二・香織 池之向

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

3/2 鎌田　京子 牧　川 89 歳

3/3 酒匂　ツエ 長　谷 87 歳

3/4 竹野　一夫 竹之川 81 歳

3/16 沖　教子 二十番 70 歳

3/17 島　節雄 熊　野 54 歳

3/18 日高　賢和 中之町 89 歳

3/19 指宿　圭之輔 美　座 91 歳

3/22 岩屋　助男 向井町 67 歳

鮫
島
チ
エ
さ
ん
百
歳
祝
い

　

通
所
介
護
お
た
つ
め
た
つ
を
利
用
さ
れ
て
い

る
坂
元
集
落
の
鮫
島
チ
エ
さ
ん
が
、
３
月
12
日

の
誕
生
日
（
大
正
７
年
生
ま
れ
）
で
百
歳
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。「
お
た
つ
め
た
つ
」
で
は
利

用
者
と
来
賓
、
職
員
で
百
歳
祝
い
を
行
い
ま
し

た
。
歌
や
踊
り
の
余
興
で
大
変
盛
り
上
が
り
素

敵
な
百
歳
祝
い
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

納
付
の
相
談
は
お
早
め
に

■
国
税
を
一
時
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
？

　

国
税
を
一
時
に
納
付
で
き
な
い
場
合
で
、
一

定
の
用
件
に
該
当
す
る
時
は
、
そ
の
国
税
の
納

付
期
限
か
ら
６
か
月
以
内
に
、
所
轄
の
税
務
署

に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
年
以
内
の
期
間

に
限
り
、
換
価
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と
、
猶
予
期
間
中
の
延

滞
税
の
一
部
が
免
除
さ
れ
た
り
、
財
産
の
差
押

え
や
換
価
（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

国
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合

に
は
、
お
早
め
に
税
務
署
の
徴
収
担
当
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

種
子
島
税
務
署　


㉒
０
４
４
０
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「なかたねお知らせ版」　５月１日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

2（水）ぽかぽか教室 13:00~

11（金）母子手帳交付 13:00~

17（木） 乳児健診
幼児健診

23（水）マタニティ教室【種子島産婦人科医院】
お産・母乳 13:00~

25（金）母子手帳交付 13:00~

30（水）
31（木）

集団健診
結核健診

乳幼児健診　５月 17 日（木）
保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

6 ～ 8 か 月 児 09:00~09:15 H29. 9.15　～　H29.10.31 

もうすぐ 1 歳児 9:30~ 9:45 H29. 6. 8　～　H29. 6.16

2 歳 児 12:45~13:00 H28. 4.19　～　H28. 4.20

5 歳 児 12:45~13:00 H25. 2.15　～　H25. 5.16

予防接種　
接種場所は各医療機関となります。

接種種類 接種期間 接種可能対象者

水 痘 5 月 1 日～ 5 月 2 日 生後 12 か月～ 36 か月

日 本 脳
炎 １ 期 5 月 7 日～ 5 月 12 日

5 月 21 日～ 5 月 26 日

H25.4.2 ～ H27.4.1

日 本 脳
炎 2 期 H20.4.2 ～ H21.4.1

四種混合 5 月 14 日～ 5 月 19 日 生後 3 か月～ 90 か月

MR 混 合
１ 期 5 月 28 日～ 6 月 2 日

生後 12 か月～ 24 か月

MR 混 合
２ 期 H24.4.2 ～ H25.4.1

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

※今回ご案内していない接種可能対象者で、接種を希
望される方は、保健センターへお問い合わせください。

行事・イベントなど
日 行　事

4（金）第 24 回なかたねちびっこふぇあ

13（日）
町スポーツ少年団競技別交歓大会

【各施設】

24（木）生涯学習公民館講座開講式
19:00 ～【中央公民館大ホール】

26（土）
おはなし会
10:30 ～【中央公民館図書室】

26（土）
～ 27（日）

子ども体験活動
「親子ふれあいウォーク」

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院（㉖ 1230）
各科 診察日

眼 科 7（月）、8（火）、21（月）、22（火）

耳鼻咽
喉 科 10（木）、24（木）

整 形
外 科 毎週火曜日

消化器
外 科 毎週月曜日（午後）、火曜日、水曜日（午前）

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

3（木） 公立種子島病院 ㉖ 1230

4（金） 種子島医療センター ㉒ 0960

5（土） 百合砂診療所 ㉒ 3901

6（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

13（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

20（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

27（日） 高岡医院 ㉗ 3100

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場　所

11（金） 幼児学級（1 ～ 2 歳児）
新聞紙あそび 伏之前団地集会所

15（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
バスタオルあそび 保健センター

18（金） 幼児学級（3 ～ 4 歳児）
新聞紙あそび 伏之前団地集会所

25（金） 幼児学級（1 ～ 4 歳児）
春の遠足 中央公園

29（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
いないいないばぁあそび 伏之前団地集会所

中央保育所園庭開放日
第 2・第 4 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。
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島の四季彩
ウキツリボク（アオイ科）

【漢字表記】浮き釣り木
【別名】アブチロン（学名の属名）
【原産地】ブラジル南部
【栽培適地】適湿で、日当たり良好か

半日陰の場所
　和名は、花の形が釣りの際のウキに似、釣り下がっ
ていることによります。ややつる性で、1.5 ｍ位にな
る常緑の低木です。寒さが厳しければ落葉しますが、
島内では西海岸の冬の季節風の強い場所以外では落

葉することはありません。
　花の形状のイメージからでしょうか、チロリアン
ランプの名称で販売されていることもあります。耐
寒性は以外にあり、関東以西の沿海地域では容易に
越冬します。生育が旺盛なため、壁面の緑化やフェ
ンスを利用した目隠しに活用されていることもあり
ます。花が小さいため、近くで観賞するのに適して
います。同属の園芸品種には、花色が白・黄・桃・橙・
赤などがあり、葉に黄色の斑が入つたものなどがあ
ります。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
12:00 12:50
16:00 16:50

種子島→屋久島
9:40 10:30

10:55 11:45
12:10 13:05
17:40 18:30

■　夏　ダ　イ　ヤ　■
平成 30 年 3 月 10 日～平成 30 年 9 月 17 日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
9:10 10:45

10:20 11:55
13:00 14:35
16:00 17:35
17:00 18:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:05

種子島→鹿児島
7:00 8:35
8:00 9:35

9:40 宮之浦 12:35
11:05 12:45
13:05 14:40

15:00 指宿 16:55
17:05 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着
◎は 4 月 28 日（土）～ 5 月 6 日（日）

8 月 4 日（土）～ 8 月 19 日（日）の期間のみ運航

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

◎

◎

◎

◎

子どものネット犯罪にご注意を　（政府広報）
　携帯電話やスマートフォンを利用している子供の割合は、中学
生で約６割、高校生で９割以上に達しています。
　スマートフォンは、様々なアプリケーションをインストールす
ることで、通話やメールなどの通信機能のほか、カメラ、動画再生、
ゲームなどパソコンと同じように様々な機能を使うことができま
す。使いやすく多機能なうえに小型軽量という、非常に便利な情
報端末です。
　しかし、こうしたスマートフォンを悪用する例が絶えず、その
代表が出会い系サイトやコミュニティーサイトです。犯罪被害に
あった 18 歳未満の子供の数は平成 21 年の 1,600 人から平成 27
年の 1,745 人と増加しております。
　親子で家庭のルールをつくり、フィルタリング設定等を行い、
適切にインターネットを利用させ、未然に犯
罪被害を防ぎましょう。
※保護者は、子供に携帯電話スマートフォン
を持たせる場合に、契約時に 18 歳未満の子
供が使用することを伝えることが義務づけら
れており、販売店は保護者から不要との申し
出がない限り、フィルタリングサービスを提
供することが義務づけられています。


